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平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名
生活・交通基盤整備事業費（一部再掲）
安心・安全基盤整備事業費（一部再掲）

予 算 額 ３８，０１７，５４１千円 新規･継続の別 継 続

(うち当初：35,917,541千円､うち2月補正：2,100,000千円)

１ 趣 旨

(1) 京都の将来成長戦略を見据えた物流・人流の社会基盤整備を着実
に推進

(2) 大型台風や巨大地震などの大規模災害から、府民のいのちと暮ら
事業内容 しをまもるための安心・安全基盤整備を着実に推進

２ 事業概要

目 的 生活・交通基盤整備事業費 ２４，８３８，９４１千円
（うち当初：23,031,941千円、うち2月補正：1,807,000千円）

対 象
▲

広域的・基幹的な役割を果たす道路の整備
・国道163号（北大河原バイパス）、国道178号（蒲入バイパ

ス）、国道312号（野田川大宮道路） ほか
方法等 ▲

地域の中核都市をつなぐ道路の整備や渋滞が発生する場所の
解消
・国道372号（南八田道路）、八幡木津線（宮津～菱田）、
宇治淀線 ほか

▲

都市公園、府営住宅の整備
・鴨川公園、山城総合運動公園、木津川運動公園 ほか
・芥子谷団地（舞鶴市） ほか

安心・安全基盤整備事業費 １３，１７８，６００千円
（うち当初：12,885,600千円、うち2月補正：293,000千円）

▲

昨年の８月豪雨等３年連続の記録的豪雨を踏まえ、浸水被害
を減少させるための河川改修、土砂災害対策等を推進
・鴨川（京都市）、弘法川・法川（福知山市）、古川（城陽

市）、桂川（亀岡市）、福田川（京丹後市）、不動谷川（笠
置町）、辻川（宮津市）、英サ谷川（南丹市） ほか

担当課･係名 監 理 課 経 理 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5173

建設交通 －１－



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

防 災 基 盤 整 備 事 業 費（一部再掲）
事 業 名 社 会 基 盤 長 寿 命 化 対 策 費（一部再掲）

地域密着型社会資本整備事業費（一部再掲）

予 算 額 １０，６７４，０１５千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

府民のくらしを安心・安全を守るための防災基盤整備、橋梁等社会
インフラの計画的な予防補修、きめ細やかな小規模改良事業を実施

事業内容 ２ 事業概要

目 的

防災基盤整備事業費 ２，６１６，９９２千円
対 象

府民の安心・安全を守るための防災基盤整備について、ソフト・
ハード対策を最適に組み合わせながら、重点実施

方法等 ▲

ソフト対策
・天井川等の増水時における緊急対応体制の新たな構築（応急

資材の備蓄拡充等）、土砂災害警戒情報システムの運用
ほか▲

ハード対策
・天井川対策の重点化、河川管理施設機能向上、避難所等の

防災拠点の保全 ほか

社会基盤長寿命化対策費 ９１３，１６０千円

橋りょう、舗装、砂防施設の予防補修を実施

地域密着型社会資本整備事業費 ７，１４３，８６３千円

府民生活や地域の安心・安全の確保に繋がる、きめ細やかな小規
模改良事業を実施▲

地域道路の１．５車線的整備、道路未改良区間の拡幅 ほか▲

河川の浚渫、護岸補修 ほか

担当課･係名 監 理 課 経 理 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5173

建設交通 －２－



平成２７年度当初予算案主要事項（平成２６年度２月補正予算含む）説明

（共 通）

事 業 名 防災基盤特別強化事業費

予 算 額
３４，２４３，０２２千円

新規・継続の別
継 続

（うち２月補正 ２，３９０，０００千円） （一部新規）

１ 趣旨・目的
頻発する集中豪雨や南海トラフ地震等に備え、総合的な治水対策や

地震・津波対策など必要な防災・減災対策を強化
２ 内 容

事 業 内 容 （１）総合的な治水対策【H27当初 15,747,046千円 H26.2補正 618,000千円】
平成26年8月豪雨災害等、3年連続して甚大な被害のあった河川の改

目 的 修を始めとした、「流す」、「貯める」、「備える」の総合的な治水対策の実施
①「流す」対策

対 象 ＜河 川＞鴨川（京都市）、弘法川・法川（福知山市）、古川（城陽市）、
桂川（亀岡市）、福田川（京丹後市） ほか

方法等 ②「貯める」対策
＜下 水＞いろは呑龍トンネル（京都市、向日市、長岡京市）
＜ため池＞早間池（綾部市） ほか
＜治 山＞荒木・川北（福知山市） ほか
③「備える」対策

防災情報共有化対策費
マルチハザード情報府民共有事業費

（２）地震・津波対策【H27当初 8,031,216千円 H26.2補正 1,000,000千円】
府立学校施設等に対する耐震化対策の重点実施及び日本海側の

津波浸水想定の設定

（３）土砂災害対策【H27当初 3,275,637千円 H26.2補正 31,000千円】
＜砂 防＞不動谷川（笠置町）、英サ谷川（南丹市） ほか

（４）災害復旧対策【H27当初 1,248,863千円】
平成２６年８月豪雨災害で被災した公共施設等災害復旧

（５）原子力災害対策【H27当初 546,717千円 H26.2補正 741,000千円】
原子力発電施設の周辺地域住民の安全確保のため、屋内退避施設

の機能強化など、原子力災害発生時における避難体制の強化

（６）その他【H27当初 3,003,543千円】
備蓄物資の充実や災害ボランティアセンターの運営等

政 策 企 画 部 情 報 政 策 課 ０７５－４１４－５７６１
府 民 生 活 部 防災・原子力安全課 ０７５－４１４－４４６６

担当課名 文 化 環 境 部 文化環境総務課 課・担当 ０７５－４１４－４１８３
健 康 福 祉 部 健康福祉総務課 電話番号 ０７５－４１４－４６８７
商工労働観光部 観 光 課 ０７５－４１４－４８４１
農 林 水 産 部 農 政 課 ０７５－４１４－４９４８
建 設 交 通 部 監 理 課 ０７５－４１４－５１７３
教 育 委 員 会 総 務 企 画 課 ０７５－４１４－５７０８
警 察 本 部 会 計 課 ０７５－４５１－９１１１（内2265）

建設交通 －３－



平成27年度当初予算案主要事項（平成26年度2月補正予算含む）説明
（共 通）

事 業 名 防 災 基 盤 特 別 強 化 事 業 費
（連年災緊急対策事業費）

予 算 額
６，３５９，１２５千円

新規・継続の別 新規
（うち２月補正 １８０，０００千円）

１ 趣旨・目的

近年の異常気象によるこれまで経験したことのないレベルの災害に対応
するため、従来対策を超える防災対策等を緊急的に強化実施

事 業 内 容 ２ 内 容

①福知山市域特別治水等対策事業費 998百万円
目 的 ・福知山市域において、内水対策を含めた総合的な治水対策に「府初」で着手

（800百万円）

対 象 →従来の河川改修に加え、本格的な貯める対策を国・府・市三者協働により実施

・昨年の８月豪雨を踏まえた治山対策の実施（197.825百万円）

方法等
②由良川関連緊急治水対策事業費 2,130百万円
・平成25年台風18号による浸水被害を受け、国の直轄緊急治水対策事業の促進及

び連動した府管理河川の改修事業等を推進（相長川、宮川など）

→由良川直轄事業：輪中堤の整備や宅地嵩上げ等を実施（1,550百万円）

→府管理河川:相長川、宮川、八戸地川等の河川改修事業等推進（540百万円）

→相長川河川改修事業（40百万円（2月補正））

③桂川関連緊急治水対策事業費 1,610百万円
・平成25年台風18号による浸水被害を受け、国の直轄緊急治水対策事業の促進及

び連動した府管理河川の改修事業等の推進

→桂川直轄事業：景観に配慮しつつ河道掘削・堆積土砂の撤去等を実施

(1,000百万円)

→府管理河川：桂川、園部川、本梅川等の河川改修事業等を実施（610百万円)

④南部地域緊急治水対策事業費 1,410百万円
・平成24年南部豪雨・平成25年台風18号により被災した府管理河川を重点的整備

→古川床上浸水緊急対策､天井川施設機能向上(青谷川等)等を実施(990百万円)

→鴨川広域河川改修を実施（280百万円）

→古川、赤田川改修 140百万円(2月補正)

⑤防災情報共有化対策費 211百万円
・「災害からの安全な京都づくり条例（仮称）」を見据えた防災情報等のソフト

対策に本格着手（167百万円）

→水防警報河川、水位周知河川を追加指定し、市町村の避難勧告発令等を支援

→水防法で規定されていない河川の浸水想定区域図を府独自作成に着手

→迅速な避難につながる新たな「雨量による避難判断基準」の設定等

・様々なハザード情報をGISに表示して府民に提供する「マルチハザード情報提

供システム（仮称）」を整備（44.3百万円）

府民生活部 防災・原子力安全課 課・担当 ０７５－４１４－４４６６

担当課名 農林水産部 森 林 保 全 課 電話番号 ０７５－４１４－５０２８

建設交通部 河 川 課 ０７５－４１４－５２９１

建設交通部 砂 防 課 ０７５－４１４－５３１７

建設交通－ ３-(1) －



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部
教 育 委 員 会
警 察 本 部

事 業 名 府民公募型整備事業費

予 算 額 ２，８５０，０００千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

府民からの安心・安全などにつながる提案により、公共事業を
実施することで、身近な公共施設の整備を推進
（１）安心・安全整備

交通安全対策や災害防止対策等
事業内容 （２）景観整備

施設の美化整備

目 的 ２ 事業概要
（百万円）

対 象
事業内容 所要額 所 管

方法等
道路舗装の補修
道路側溝の整備
河川護岸の補修 ２，５００ 建設交通部
河川の浚渫
道路照明施設の再塗装
ガードレールなど防護柵の再塗装

府立学校施設の補修
社会教育施設等の補修 １００ 教育委員会

信号機の新設
信号機の改良（歩行者用灯器の増 ２５０ 警 察 本 部
灯、視覚障害者用付加装置の設置）

監 理 課 経 理 担 当 075-414-5173
担当課・係名 管 理 課 管 理 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5768

警 察 本 部 交通規制課施設係 (代)075-451-9111
(内5181)

建設交通 －４－



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 地域主導型公共事業費

予 算 額 ２５０，０００千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

自治会等の地域団体から、まちづくりにつながる公共事業につい

て提案を受け、地域、市町村、府が連携し、一体となって事業を実

施することにより、地域の課題解決や活性化を推進

事業内容

２ 事業概要
目 的

（１）提案者

対 象 府内の地域（自治会、商店街、区など）

地域と密接に関係する団体（ＰＴＡ、商工会など）

方法等

（２）対象事業

○地域のまちづくりや活性化における課題の解決に繋がる府管理

施設に関する事業

○事業期間３年程度で効果発現できるもの

○提案内容が地権者を含めた地域の総意であるもの

○府事業と併せて地域や市町村が活動や取組等を行うもの

（３）事業テーマ

通学安全、景観・観光、商店街活性化 等

（４）実施決定

提案に対する有識者意見を参考に実施箇所を決定

担当課・係名 監 理 課 経 理 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5173

建設交通 －５－



平成 27 年度当初予算案主要事項(平成 26 年度 2 月補正予算含む)説明

総 務 部

建設交通部

教育委員会

事 業 名 公共施設等長寿命化推進費

予 算 額 ２００，３４５千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

公共施設等の総合的かつ計画的な管理に必要な「公共施

設等総合管理計画」の策定に向け、現況調査等を実施

事 業 内 容

２ 事業概要
目 的

対 象

方法等

土 木 施 設

学 校 現況調査等を実施し、個別施設の計画

等を策定

その他庁舎等

府有資産活用課 資産活用担当 075-414-5433

担当課・担当名 指 導 検 査 課 調 整 担 当 課・担当 電話番号 075-414-5226

管 理 課 管 理 担 当 075-414-5768

建設交通 －６－



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 京都技術サポートセンター（仮称）設立検討費

予 算 額 １，０００千円 新規･継続の別 新 規

１ 趣 旨

安心・安全に係る社会資本を適正に維持・更新するため、公共施

設のメンテナンスを技術的にサポートする組織の設立に向けた検討

を行う

２ 事業概要

事業内容 平成２８年度の組織設置を目指し、体制、業務内容、定款、出資

方針等の調査・検討を実施

目 的

対 象

方法等

担当課・係名 指導検査課 調 整 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5225

建設交通 －７－



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 上津屋橋復旧事業費

予 算 額 ４０６，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 目 的

平成２６年８月豪雨により被災した上津屋橋（流れ橋）の復旧につい

て、検討委員会の復旧方針に沿って、平成２７年度中の復旧工事の完了

に向けて周辺景観との調和及び流出低減が図られた新しい構造による復

旧事業を実施する。

事 業 内 容

目 的 ２ 事業内容

○ 景観・観光価値に配慮し、現在の木製を主体とする流出構

対 象 造を踏襲する。

○ 橋面高を嵩上げ（0.75m）し、流出低減を図る。

方法等 ○ 耐久性向上・維持管理の効率化のため、一部をコンクリー

ト、強化プラスチック化する。

○ 出水時の流木等の付着を軽減するため橋脚の径間長を拡大する。

道路建設課 道路・橋梁担当 075-414-5252担 当 課 名 課・担当 電話番号

建設交通 －８－



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

商工労働観光部

建 設 交 通 部

事 業 名 京都舞鶴港日本海側拠点機能推進費(再掲)

予 算 額
８１０，３０３千円

新規・継続の別 継 続
（うち港湾事業特別会計４４５，０００千円）

１ 趣 旨

日本海側拠点港である京都舞鶴港において、国際海上コンテナ航路の

拡充、国際フェリー航路の開設及び外航クルーズの誘致に向けたソフト

・ハード一体となった事業を推進

２ 事業内容

（１）京都舞鶴港誘客等倍増事業

①コンテナ１５，０００ＴＥＵ実現事業

既存航路の拡充や新規航路開拓のため、コンテナ貨物の１５，０００

ＴＥＵの確保を目指して、大口貨物の獲得等に向けた取組

事 業 内 容

②日韓国際フェリー航路開設事業

目 的 日韓間の国際フェリー航路開設に向け、本運航を想定したトライアル

対 象 運航を実施

方 法 等

③国際クルーズ誘致事業

・急増するアジアからのクルーズをターゲットに、日本海側諸港（小

樽港、伏木富山港等）と連携した共同プロモーション活動の展開等、

クルーズ客船の誘致活動を実施

・乗船客等に対し地元としての「おもてなし」を提供し、京都府の観

光振興、物産振興、クルーズ誘致を促進

（２）京都舞鶴港物流基盤重点整備事業

舞鶴国際ふ頭の岸壁を延伸する国直轄工事と連動し、同ふ頭の物流

ターミナルとしての機能を拡充するため、ふ頭用地とクレーンを整備

（３）京都舞鶴港クルーズ船受入環境整備事業

大型クルーズ客船を受け入れるため、舞鶴国際ふ頭の施設を整備

担当課・担当名 海外経済課 港 湾 経 済 担 当 課･担当電話番号 075-414-4844

港 湾 課 建 設 担 当 075-414-5303

建設交通 －９－



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名
鉄道駅舎バリアフリー化設備整備事業費

鉄道駅利便性向上整備事業費

予 算 額 ２８０，５６６千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

鉄道駅の利便性安全性の向上等を図るため、国庫補助制度と
協調し、関係市町とともに、鉄道事業者が行うバリアフリー化
事業等に対して助成

事 業 内 容

２ 事業内容
目 的

（１）鉄道駅舎バリアフリー化設備整備事業費（102,066千円）
対 象 対象駅 主な整備項目 予定年度

ＪＲ ＪＲ藤森駅 26～27
方法等 阪急 上桂駅 27～28

阪急 松尾大社駅 エレベーター 27～28
阪急 嵐山駅 多機能トイレ 27～28
ＪＲ 京都駅 内方線付き点状ブロック 26～27
ＪＲ 稲荷駅 27
ＪＲ 宇治駅 他 27
近鉄 大久保駅 27

（２）鉄道駅利便性向上整備事業費（178,500千円）
対象駅 主な整備項目 予定年度

駅舎改築
京阪 深草駅 ホーム拡幅 26～27

エレベーターの設置
駅出入口の新設

阪急／京福 西院駅 エレベーターの設置 26～32
ホーム移設

担当課・係名 交通政策課 整備担当 課・係 直通電話番号 075-414-4360

建設交通 －１０－



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名
生活交通ネットワーク構築支援費

公共交通ネットワーク活性化事業費

予 算 額 ４４６，８２１千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

公共交通は、利用者減少とサービス低下の悪循環に陥ってお
り、地域住民の生活の足を確保するために、市町村や事業者に
対するバス路線維持の支援や、乗り継ぎ改善による利便性向上
等に対する支援を行う。

事 業 内 容

目 的 ２ 事業内容

対 象 （１）生活交通ネットワーク構築支援費（440,400千円）

方法等 ・生活路線の維持確保に向けた運行経費に対する支援

・車両のバリアフリー化を進めるとともに、路線維持に必要
な車両確保に対する支援

・事業者が行うバスカード（ＩＣカード）システム整備に対
する支援

（２）公共交通ネットワーク活性化事業費（6,421千円）

・事業者が行うバスロケーションシステムの整備等ＩＣＴを
活用した情報発信に対する支援

・モビリティ・マネジメントの実施

担当課・係名 交通政策課 企画担当 課・係 直通電話番号 075-414-5143

建設交通 －１１－



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 ＪＲ奈良線複線化・高速化整備事業費

予 算 額 ２７５，４７２千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

二つの古都（京都－奈良）と大阪を結ぶＪＲ奈良線の利便性
向上による京都府南部地域の活性化を図るため、ＪＲ奈良線の
の複線化・高速化第二期事業の早期完成を目指す。

事 業 内 容

２ 事業概要

目 的 ◇複線化本体事業

対 象 ・環境影響評価

方法等 ・鉄道設計

・京都駅構内改良工事

◇複線化に伴う関連事業

・山城多賀駅（H27）
改札新設、エレベーター設置等

・玉水駅（H27～H31）
駅舎橋上化

担当課・係名 交通政策課 整備担当 課・係直通電話番号 075-414-4360

建設交通 －１２－



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 北近畿タンゴ鉄道支援費

予 算 額 ４３２，６１６千円 新規･継続の別 継 続

（うち当初：345,616千円、うち2月補正：87,000千円）

１ 趣 旨

上下分離後も継続して安心・安全・快適性を確保するための
基盤部分（インフラ）に対する支援を行う。

２ 事業内容
事 業 内 容

◇基盤管理補助
目 的

基盤部分（線路・電路・車両）の維持管理等に係る経費
対 象 に対しての支援

方法等

◇基盤整備補助

老朽化が著しい特急車両を安心・安全に運行するために
必要な改修及び車両デザインの改修に対しての支援

担当課・係名 交通政策課 調整担当 課・係直通電話番号 075-414-4360

建設交通 －１３－



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 千年の都・鴨川清流事業費（再掲）

予 算 額 ５２７，０００千円 新規･継続の別 継続

(一部新規)

１ 趣 旨

「千年の都・鴨川清流プラン」の実現に向けて、鴨川の持つ魅力

を活かし、より一層多くの人々から親しまれる鴨川を目指し、世界

に誇る美しい鴨川の景観づくりや水辺へのアクセスを考慮した水と

親しみ、ふれあう空間の整備を実施する。

また、都市中心部を流れる鴨川の治水安全度を向上するための対

事業内容 策として、概ね３０年に１回起こり得る降雨による洪水に対応でき

るよう抜本的な河川改修を実施する。

目 的

対 象 ２ 事業概要

方法等 （１） 高水敷・堤防の整備、井堰改修、中州・寄州の管理等につ

いて、関係機関調整、設計及び整備等を実施

（２） 鴨川流域の治水安全度のさらなる向上方策検討を推進

計 画 担 当 075-414-5291

担当課・係名 河 川 課 整 備 担 当 課・係直通電話番号 075-414-5285

管 理 担 当 075-414-5290

建設交通 －１４－



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

商工労働観光部

建 設 交 通 部

事 業 名 鴨川納涼事業費(再掲)

予 算 額 １４，８００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

鴨川美化啓発活動として昭和44年より開催され、多くの府民に親しまれ

京の夏の風物詩として定着した「鴨川納涼」を、河川愛護、環境保全の啓

発及び「京の七夕」の中核事業として実施

２ 事業概要

（１）開催時期

平成２７年８月１日（土）～２日（日）

事 業 内 容

（２）開催場所

鴨川河川敷（四条～三条間）

目 的

対 象 （３）事業主体

方 法 等 鴨川納涼実行委員会

京都府、(公社)京都府観光連盟、河川美化・環境保全団体、

経済団体、伝統産業団体、京都ふるさとの集い連合会 等

（４）内 容

・河川愛護、水環境保全、地球温暖化防止等の啓発

・京都の伝統産業、文化の紹介

・京都ふるさとの集い連合会によるふるさと産品の展示即売

・同時開催の「京の七夕」との連携企画

担当課・担当名
観光課 地域観光担当

課･担当電話番号
075-414-4841

河川課 管理担当 075-414-5290

建設交通 －１５－



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 羽束師運動広場整備費

予 算 額 １００，０００千円 新規･継続の別 新 規

１ 目 的

国土交通省が実施する桂川緊急治水対策事業により使用でき

なくなる羽束師運動広場の代替となる運動施設を整備

事業内容 ２ 事業概要

新たな運動施設の整備
目 的

【施設の概要】

対 象 整 備 予 定 地：京都市伏見区（久我橋下流の河川内民地）

面 積：約25,000㎡

方法等 整 備 内 容：グラウンド整備

完成予定時期：平成28年春

担当課名 都市計画課 公園担当 課・担当電話番号 075-414-5272

建設交通 －１６－



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 住宅耐震化総合支援事業費（再掲）

予 算 額 １６４，６３５千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

平成１８年度に策定した耐震改修促進計画に基づき、平成２７年度

末までに住宅の耐震化率目標である９０％を目指すため、民間住宅の

耐震診断事業、耐震改修事業を実施する市町村に対して補助を実施

２ 事業内容

①耐震診断

事業内容 ◇耐震診断事業を実施する市町村に対し、その経費の一部を補助

目 的

対 象

方法等

②耐震改修

◇耐震改修事業を実施する市町村に対し、その経費の一部を補助

担当課・係名 建築指導課 建築防災・安全担当 課･係直通電話番号 075-414-5346

建設交通 －１７－

昭和56年5月31日以前に着工した木造住宅

診断結果の通知、耐震工事費の提示、改修に関する提案、アドバイスを実施

補助対象額 5万円／戸 (別途府民負担額 3千円)

助成区分 耐震改修 簡易耐震改修

対象住宅 昭和56年5月31日以前に着工した木造住宅

対象経費 改修後の評点が0.7以上に向上 屋根の軽量化等、耐震性が確実

する改修に要する費用 に向上する改修に要する費用

耐震診断 必要 市町村において簡易審査を実施

補助対象額 上限120万円/戸 上限40万円/戸

(府民負担額 30万円) (府民負担額 10万円)



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 大規模建築物等耐震化緊急支援事業費（再掲）

予 算 額 １２７，５４０千円 新規･継続の別 継 続

事業内容

目 的

対 象

方法等

担当課・係名 建築指導課 建築防災・安全担当 課･係直通電話番号 075-414-5346

建設交通 －１８－

１ 趣 旨

建築物の耐震改修の促進に関する法律の改正（平成25年11月施

行）による大規模建築物等の耐震診断義務化に伴い、民間建築物の

耐震化支援事業を実施する市町村に対して補助を実施

２ 事業概要

[補助対象]

不特定多数の者が利用する建築物及び避難において特に配慮を

要する者が利用する建築物のうち大規模なもの等で、昭和56年5月

31日以前に着工した建築物

[負担割合]

国 市町村 府 所有者

診断・設計 １／２ １／６ １／６ １／６

改 修 ３３．３％ ５．７５％ ５．７５％ ５５．２％

※不特定多数の者が利用する建築物の改修については、災害時の

社会貢献が要件



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 耐震改修促進計画策定費

予 算 額 ４，５１０千円 新規･継続の別 新 規

事業内容

目 的

対 象

方法等

担当課・係名 建築指導課 建築防災・安全担当 課･係直通電話番号 075-414-5346

建設交通 －１９－

１ 趣 旨

京都府内の住宅及び建築物の耐震改修を促進するため、平成２８

年度から１０年間の耐震改修促進計画を策定

２ 事業概要

目標とする耐震化率の設定及び緊急輸送道路等沿道建築物の耐震

化の推進等に関して調査・検討を実施し、計画を策定



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

商工労働観光部

建 設 交 通 部

事 業 名 新堀川魅力創造事業費(再掲)

予 算 額 ４６，３００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

建築60年以上経過し老朽化が著しい堀川団地について、「アートと交流」

をテーマとして地域活力の再生を図りながら、「西陣アート＆クラフトセン

ター（仮称）」を設置し、当該エリアの新しい魅力を創造する。

２ 事業内容

（１）西陣アート＆クラフトセンター（仮称）整備事業

堀川団地再生及び新たな伝統産業振興の拠点「西陣アート＆クラフトセ

ンター（仮称）」新築整備のための旧建物の除却経費

事 業 内 容

（２）堀川“＋（プラス）アート”プロジェクト推進事業

目 的 アーティスト・学生と堀川団地及び地域の住民・商店主・職人等が

対 象 参加し、「アートと交流」による地域再生に向けた地元機運の醸成や

方 法 等 自主的な取組みの促進の場づくりを推進する。

（３）改修棟にかかる実施設計業務等

一部建物の改修に係る補助や外観デザインの統一監理等を実施する。

担当課・担当名 産業労働総務課 企画・地域戦略担当 課･担当電話番号 075-414-4819

住 宅 課 整 備 担 当 075-414-5363

建設交通 －２０－



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明

建 設 交 通 部

事 業 名 少子化対策総合戦略事業費
（子育て世帯居住支援事業費（再掲））

予 算 額 ９２，７６０千円 新規･継続の別 新 規

１ 事業目的

人口減少の克服に向けた取組として、既設府営住宅の一部を子育
て期に相応しい居住環境に改装するなど子育てに対する支援をソフ
ト、ハード両面で実施

事業内容

２ 事業概要
目 的

（１）子育て用住戸の更なる確保
対 象

○２戸1改善による規模増の推進 … 西大久保団地
方法等 ２戸１改善住戸整備 6,500千円×10戸 ６５，０００千円

○大規模住戸に居住する単身者等の住替え支援 … 小栗栖西団地 他
概ね４ＤＫ以上住戸に2人以下世帯が居住→住替え支援により子
育て世帯に供給を促進
住替えモデル支援 176千円×10戸 １，７６０千円

（２）子育て仕様のモデル整備

○住棟へのスロープ設置(ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ対応) … 小栗栖西団地 他
2,500千円×10箇所 ２５，０００千円

○集会室内へのキッズコーナー整備（床改修、本棚ベンチ）
… 小栗栖西団地
１，０００千円

整 備 担 当 075-414-5363

担当課・係名 住 宅 課 課・係直通電話番号

管 理 担 当 075-414-5366

建設交通 －２１－



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明
共 通

事 業 名 「海の京都」づくり事業費(再掲）

予 算 額
５１８，８５０千円

新規・継続の別 新規・継続
（うち２月補正 ３２８，０００千円）

１ 趣 旨
京都縦貫自動車道の全面開通や舞鶴若狭自動車道の開通、京都舞鶴港の

国際埠頭の整備促進、北近畿タンゴ鉄道の再生等による府北部地域への人

・ものの流れの増大を最大限に活かし、府北部地域を「海の京都」として、

京都市観光と並び立つ質の高い観光圏とするため、平成27年度をターゲッ

トイヤーとして、ハード・ソフトの観光関連事業を総合的かつ計画的に実

施する。

事 業 内 容 ２ 事業内容
○ 集中的な広域観光プロモーションの展開 191,350千円

目 的 ・「海の京都博（仮称）」の開催

対 象 ・国内外の観光客誘致の推進

方 法 等 ・山陰海岸世界ジオパークの景観保全 他

○ 発信力・集客力のある「戦略拠点」の形成 204,300千円

・丹後歴史文化博物館（仮称）の基本計画策定

・景観形成に資する民間観光関連施設の外装等の修景の支援

・地域資源を活かした農村ビジネスや村づくりの支援 他

○ 丹後ブランドのＰＲ 123,200千円

・「丹後あじわいの郷」を「食の王国」の拠点として整備

・京都産サワラ等の鮮度保持輸送と差別化によるブランド化推進

・とれとれ丹後の海産物フェアの開催 他

企画理事付 075-414-4529

計画推進課 計画・地域担当 075-414-4347

文化芸術振興課 育成・継承担当 075-414-4219

自然環境保全課 自然環境担当 075-414-4378

担当課・担当名
産業労働総務課 企画・地域戦略担当

課･担当電話番号
075-414-4819

観 光 課 地域観光担当 075-414-4841

農村振興課 地域活性化担当 075-414-4906

流通・ブランド戦略課 ブランド推進担当 075-414-4941

水 産 課 漁政企画担当 075-414-4992

交通政策課 調整担当 075-414-4360

文化財保護課 企画調整担当 075-414-5896

建設交通 －２２－



（単位：千円）

NO 事業名 概　　　　　　　　要 予算額 うち２月補正 要求部局

「海の京都博（仮称）」開催等事業
費

・海の京都の観光地域づくりの成果を全国発信する滞在交流型イ
ベント「海の京都博（仮称）」の開催に要する経費

100,000 100,000
商工労働観

光部

「海の京都観光推進協議会」推進
事業費

・「海の京都観光推進協議会」を通じ、広域プロモーションやブラン
ド・コンテンツ整備、人材育成など官民共同による一体的・集中的
な取組に対する助成等

29,000
商工労働観

光部

広域観光交流圏形成事業費
・兵庫県・鳥取県と連携し、広域的エリアにおける観光誘客や長期
滞在等に向けた取組を推進

30,000 30,000
商工労働観

光部

山陰海岸世界ジオパーク推進事業
費

・兵庫県・鳥取県と連携し、山陰海岸世界ジオパークの貴重な地質
資源や景観の保全と、観光・ジオツーリズム等による地域振興へ
の活用を推進

12,350

文化環境部
商工労働観

光部
丹後広域振

興局

新・世界遺産事業費
・天橋立の世界遺産登録に向けたシンポジウム、著名人インタ
ビュー、要望活動を実施

2,000 文化環境部

「海の京都」隠れた魅力発掘・発信
事業費

・まだまだ知られていない「丹後の食の魅力」、「地域の魅力」を引
き出すとともに、ファムトリップ等による発信を実施

6,000 6,000
丹後広域振

興局

「府立高校生」地域とつながる事業
費

・「海の京都博（仮称）」にあわせ、地元高校生が観光ガイドや加工
品販売など地域の魅力を発信

5,000 教育委員会

「海の京都」スポーツ・トレイル推進
事業費

・SEA TO SUMMITの開催
・自転車やカヌー、登山等による移動手段そのものを楽しむ新しい
観光スタイル「スポーツ・トレイル」の推進

5,000 5,000
中丹広域振

興局

「ＴＡＮＴＡＮロングライド」開催支援
事業費

・平成２７年６月に開催されるロングライド大会への参加者に対す
るおもてなし事業を実施

2,000
商工労働観

光部

191,350 141,000

丹後歴史文化博物館（仮称）基本
計画策定費

・丹後郷土資料館の抜本的なリニューアルに係る基本計画策定費 10,000 教育委員会

丹後歴史拠点充実費
・丹後郷土資料館において「海の京都」に関連した展示事業等の実
施

5,000 教育委員会

　２　発信力・集客力のある「戦略拠点」の形成

建設交通　-　22-(1)　-

・統一コンセプトに基づく観光関連施設の外装改修等の修景に必
要な経費に対する助成

30,000

「海 の 京 都」 づ く り 事 業 一 覧

商工労働観
光部

小　　　　計

地域構想推進美観事業費
（３つの京都共通）

　１　集中的な広域観光プロモーションの展開

3,500再掲



（単位：千円）

NO 事業名 概　　　　　　　　要 予算額 うち２月補正 要求部局

「海 の 京 都」 づ く り 事 業 一 覧

丹後海と星の見える丘公園整備費
・自然体験活動拠点に資する施設整備の実施
（野生動物防護柵設置、老朽改修等）

9,000 文化環境部

「海の京都」推進費
・トータルコーディネーターの配置
・｢海の京都｣実践会議の開催

11,000 企画理事付

北近畿タンゴ鉄道支援費（一部）
・地域鉄道の魅力向上を図るため、北近畿タンゴ鉄道の特急車両
改修を支援

87,000 87,000 建設交通部

回遊システム整備推進費
・ＪＲ山陰本線の｢朝早着特急｣の運行開始に伴うアクセスダイヤの
ＰＲ

300 建設交通部

204,300 87,000

丹後・食の王国構想セカンドステー
ジ推進事業費

・丹後「食」の１０次産業化の展開・食関連ビジネスの創出と拡大 8,500
商工労働
観光部

農林水産部

丹後10次産業化拠点づくり事業費

・丹後あじわいの郷を「食の王国」の拠点として
　　①丹後の本物の食をあじわう拠点づくり
　　②10次産業化拠点づくり
　　③丹後地域の観光拠点づくり
　を推進

110,000 100,000 農林水産部

京都水産物高品質化事業費
・京都産サワラ等について、鮮度保持技術の普及やコールドチェー
ンの構築、他県産との差別化によりブランド化を推進

2,200 農林水産部

とれとれ丹後の海産物フェア開催
費

・府内で水揚げされた水産物のブランド力向上と流通拡大を図るた
め、府内や首都圏での販促活動や情報発信を推進

2,500 農林水産部

123,200 100,000

518,850 328,000

みやこ構想セカンドステージ加速
化推進事業費
（３つの京都共通）

12,000

40,000
明日の「京都村」づくり事業費
（３つの京都共通）

・地域住民自らが描く村の将来像の実現に向け、地域資源を活か
した村オリジナルの農村ビジネスや村づくりを支援

建設交通　-　22-(2)　-

小　　　　計

小　　　　計

　３　丹後ブランドのＰＲ

総　　　　　　計

農林水産部

・みやこ構想セカンドステージの加速化に向け、みやこ構想を推進
する農林漁業者の施設整備を促進

農林水産部



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明
共 通

事 業 名 「森の京都」づくり事業費(再掲)

予 算 額
１，５４８，７８０千円

新規・継続の別 新規・継続
（うち２月補正 ５１７，５００千円）

１ 趣 旨
国定公園の新規指定や、全国育樹祭の開催を契機として、我々の生命を

育む源でもある「森」をテーマに、森・川・里の織りなす景観や環境・文

化・生活を多面的な角度からとらえ未来に受け継ぐとともに、発信し、多

角的に活かす地域を実現するため、「森」を軸とした総合的・計画的な地域

振興策を、地域住民・団体、関係市町、府等が役割分担・協働して推進す

る。

２ 事業内容
事 業 内 容 ○ 森林資源を活かした成長型林業の推進 1,188,380千円

・丹波広域基幹林道の機能を活かした生産体制強化

目 的 ・大型加工施設の誘致促進、府内産木材の増産

対 象 ・木質バイオマス発電の事業化に向けた構想を策定
方 法 等

○ 森林の魅力再発見による戦略的な拠点づくり 306,300千円
・「森の京都」アドバイザーの配置

・森や里の文化を再発見する体験講座、地域交流会等を実施

・新規国定公園指定記念イベントの開催、モニュメントの設置 他

○ ターゲットイヤーに向けた効果的プロモーション等 54,100千円
・平成28年度の全国育樹祭に向けた開催準備、記念行事開催、会場整備

・モデルフォレスト運動のすそ野の拡大

・「森の京都博（仮称）」企画・準備、「森の京都音楽祭」開催、旅行誌等

を活用した情報発信 他

企画理事付 075-414-4529

計画推進課 計画・地域担当 075-414-4347

環境政策課 企画担当 075-414-4703

自然環境保全課 自然公園担当 075-414-4378

担当課・担当名
産業労働総務課 企画・地域戦略担当

課･担当電話番号
075-414-4819

観 光 課 地域観光担当 075-414-4841

農村振興課 地域活性化担当 075-414-4906

林 務 課 企画・経営担当 075-414-5016

ﾓﾃﾞﾙﾌｫﾚｽﾄ推進課 全国育樹祭担当 075-414-5005

交通政策課 企画担当 075-414-5143

道路建設課 道路・橋梁担当 075-414-5252

道路管理課 安全・指導担当 075-414-5262

建設交通 －２３－



（単位：千円）

NO 概　　　　　　　　要 予算額 うち２月補正 要求部局

・丹波広域基幹林道を活かした路網の集中整備と森林整備を促進し、木材
資源の供給体制を強化するとともに、生産性向上のための高性能林業機械
の導入を促進

480,380 農林水産部

・大型加工施設の誘致や高性能機械の導入促進、府内産木材の増産等 703,000 467,500 農林水産部

・府内の木質資源や関連産業などの実態に適応した木質バイオマス発電の
事業化に向けた構想を策定

5,000 文化環境部

1,188,380 467,500

「森の京都」推進費
・「森」の観光資源としての他地域との差別化、地域に経済効果を生む仕組
みづくり等を実現するため、アドバイザーを設置

10,000 企画理事付

「森の京都」里山文化発信事業費
・由良川・桂川上中流域の新規国定公園指定記念イベントの開催、モニュメ
ントの設置等

10,000 10,000 文化環境部

新規国定公園指定調査費
・由良川・桂川中上流域を中心とした新規国定公園指定に必要な土地利用
基本計画の変更、指定植物リスト等を作成

8,000 文化環境部

「森の京都」文化再発見・発信事業
費

・森・里の文化（くらし、伝統、食等）を再発見する体験講座、地域交流会、丹
波広域基幹林道ウォーキング等を実施

1,000 農林水産部

「森の京都」戦略拠点等整備促進
費

・H28年度のターゲットイヤーに向け、重点エリアの魅力向上を図るため、専
門家等による各種事業計画等の検討を実施
　例）森の京都ビジターセンターの整備計画等

9,000 9,000 企画理事付

「森の京都」クラフトモール形成推
進費

・職人作家の育成と「森の京都」の価値創造、国内外へのＰＲ 6,000 6,000
商工労働観

光部

農林水産部
・地域住民自らが描く村の将来像の実現に向け、地域資源を活かした村オ
リジナルの農村ビジネスや村づくりを支援

成長型林業推進事業費

・みやこ構想セカンドステージの加速化に向け、みやこ構想を推進する農林
漁業者の施設整備を促進

地域構想推進美観事業費
（３つの京都共通）

・統一コンセプトに基づく観光関連施設の外装改修等の修景に必要な経費
に対する助成

「森 の 京 都」 づ く り 事 業 一 覧

事業名

地域の魅力を高める戦略拠点づくり　～熟度の高いエリアへの投資、将来に向けた布石～

丹波広域基幹林道の機能を活かした生
産体制強化事業費

小　　　　計

　１　森林資源を活かした成長型林業の推進

木質バイオマス発電構想策定費

商工労働観
光部

みやこ構想セカンドステージ加速
化推進事業費
（３つの京都共通）

明日の「京都村」づくり事業費
（３つの京都共通）

12,000

40,000

建設交通　-　23-(1)　-

30,000

　２  森林の魅力再発見による戦略的な拠点づくり

国定公園指定を契機とした森林自然環境の保全・発信

農林水産部



NO 概　　　　　　　　要 予算額 うち２月補正 要求部局事業名

「森の京都」道路整備 ・府道京都広河原美山線の改良、肱谷バイパスの整備 180,000 建設交通部

回遊システム整備推進費 ・山陰本線の朝早着特急の利便性ＰＲの実施 300 建設交通部

306,300 25,000

全国育樹祭開催準備費
・平成２８年度に開催予定の「全国育樹祭」に関する準備経費をはじめ、計
画策定や記念行事に要する経費

17,600 農林水産部

京都モデルフォレスト推進事業費
・全国育樹祭に向け、府民参加型ＭＦ運動の推進による運動のすそ野の拡
大とともに、次代を担う子ども達の森づくり活動への参加を推進

6,000 農林水産部

「森の京都」観光振興事業費
・「森の京都博（仮称）」企画・準備、「森の京都音楽祭」開催、旅行雑誌等で
の情報発信等

20,000 20,000
商工労働観

光部

中丹ジビエ街道づくり事業費
・中丹ジビエの普及（中丹ジビエ街道）を図るため、有名シェフと連携した大
都市圏での普及や地域イメージ定着に向けたイベントの開催や産地ツアー
の実施等

4,000
中丹広域振

興局

「食」や「森」をいかした京・里山の
おもてなし事業費

・「京都丹波EXPO2015」や「豆ＯＮＥグランプリ」の開催及び京都丹波のス
イーツを活かした取組を推進

5,000 5,000
南丹広域振

興局

京都丹波まるごとスタジアム化推
進事業費

・地域の豊かな自然環境や京都スタジアム（仮称）、府立丹波自然運動公園
などを活かしたスポーツ観光の推進

1,500
南丹広域振

興局

54,100 25,000

1,548,780 517,500

戦略拠点への交通アクセスの強化

小　　　　計

建設交通　-　23-(2)　-

小　　　　計

　３　ターゲットイヤーに向けた効果的プロモーション等

森林の恵みである地域資源の発掘・活用・発信

総　　　　　計

育樹祭に向けた開催準備・気運醸成



平成27年度当初予算案主要事項(平成26年度2月補正予算含む)説明
共 通

事 業 名 「お茶の京都」づくり事業費(再掲)

予 算 額
６５１，８７０千円

新規・継続の別 新規・継続
（うち２月補正 ３３，０００千円）

１ 趣 旨
宇治茶生産の長い歴史に育まれた美しい茶畑景観や地域に根ざすお茶の

文化を維持・継承するとともに、その魅力をさらに高め、発信し、多角的
に活かす大交流エリアの創出を実現するため、「宇治茶」をテーマに、総合
的・計画的な地域振興策を、地域住民・団体、関係市町村、府等が役割分
担・協働して推進する。

２ 事業内容
○ 宇治茶の文化・生産景観の再発見、維持・継承 35,500千円

事 業 内 容 ・お茶の文化・資源の魅力アップをコーディネートするアドバイザー配置
・宇治茶世界文化遺産登録に向けた推薦書原案の策定

目 的 ・美しい茶畑景観を継承するための「山なり茶園」の生産設備整備支援
対 象

方 法 等 ○ 宇治茶産業の活性化 62,270千円
・茶業研究所の機能強化整備に向けた基本・実施設計の実施
・乗用摘採機に対応するため、急傾斜茶園の緩斜面への整備を実施
・各分野の企業が連携したおいしい宇治茶をいれるロボット等の開発支援

○ 地域の魅力を引き出し、発展・発信する戦略的な拠点づくり
517,000千円

・重点エリアの魅力向上を図るための専門家等による事業計画等検討
・景観形成に資する民間観光関連施設の外装等の修景の支援
・大津南郷宇治線（あがた通り）修景整備、上津屋橋（流れ橋）整備 他

○ 宇治茶の文化・魅力の効果的なプロモーション 37,100千円
・「やましろ八十八景」等の公募・表彰・発信
・年間を通じた「うじチャ・フェアー」の開催
・「宇治茶ムリエ」による宇治茶のおもてなし、お茶育推進 他

企画理事付 075-414-4529

計画推進課 計画・地域担当 075-414-4347

文化交流事業課 文化交流事業担当 075-414-4279

観 光 課 地域観光担当 075-414-4841

担当課・担当名
農 政 課 企画政策担当

課･担当電話番号
075-414-4898

農村振興課 地域活性化担当 075-414-4906

流通・ブランド戦略課 研究普及担当 075-414-4968

農産課 宇治茶・特産振興担当 075-414-4944

道路建設課 道路・橋梁担当 075-414-5252

道路管理課 安全・指導担当 075-414-5262

建設交通 －２４－



（単位：千円）

NO 概　　　　　　　　要 予算額 うち２月補正 要求部局

・お茶文化・地域資源の再発見、魅力アップをコーディネートするた
めのアドバイザー設置

10,000 企画理事

・宇治茶世界文化遺産登録に向けた世界レベルの資産価値や保
全措置に関する調査　等

6,500 農林水産部

・美しい茶畑景観を継続させるため、「山なり茶園」における生産設
備整備等を支援

19,000 農林水産部

35,500 0

・茶業研究所の機能強化に向けた基本・実施設計の実施
　　強化機能　①食品加工や機能性を活かした商品開発支援
　　　　　　　  　②科学的根拠に基づ く宇治茶の価値・魅力の発信
　　　　　　　  　③高い経営力・発信力をもつ担い手育成

41,770 農林水産部

・担い手への茶園集積のために、乗用型摘採機に対応した生産性
の高い茶園を整備

19,000 農林水産部

・おいしい宇治茶をいれるロボット等を各分野の企業が連携して開
発

1,500
山城広域振

興局

62,270 0

・Ｈ29年度をターゲットイヤーとして、重点エリアの魅力向上を図る
ため、専門家等による各種事業計画等の検討を実施
　例）自転車等を活用した回遊システムマスタープランの策定、
　　　「お茶の駅」整備構想策定等

9,000 9,000 企画理事

商工労働観
光部

・地域住民自らが描く村の将来像の実現に向け、地域資源を活か
した村オリジナルの農村ビジネスや村づくりを支援

農林水産部

農林水産業基盤整備事業費（茶園整備）

３　地域の魅力を引き出し、発展・発信する戦略的な拠点づくり

30,000

・みやこ構想セカンドステージの加速化に向け、みやこ構想を推進
する農林漁業者の施設整備を促進

「お 茶 の 京 都」 づ く り 事 業 一 覧

事業名

1　宇治茶の文化・生産景観の再発見、維持・継承

「お茶の京都」戦略拠点等整備促進費

12,000

小　　　　計

宇治茶世界文化遺産登録推進戦略事業
費

宇治茶生産景観継承支援事業費

「お茶の京都」推進費

２　宇治茶産業の活性化

地域構想推進美観事業費
（３つの京都共通）

小　　　　計

茶業研究所機能強化整備事業費

・統一コンセプトに基づく観光関連施設の外装改修等の修景に必
要な経費に対する助成

やましろものづくり企業おこしやすプロ
ジェクト事業費

みやこ構想セカンドステージ加速化推進
事業費
（３つの京都共通）

農林水産部

建設交通　-　24-(1)　-

明日の「京都村」づくり事業費
（３つの京都共通）

40,000



NO 概　　　　　　　　要 予算額 うち２月補正 要求部局事業名

・戦略拠点づくりに向けた道路修景整備　等
　大津南郷宇治線（あがた通り）修景整備、上津屋橋（流れ橋）の
整備

426,000 建設交通部

517,000 9,000

・歴史・文化をテーマに「ツアー」、「やましろ八十八景」等を公募、
表彰、発信

5,000 4,000
山城広域振

興局

・ターゲットイヤーの「お茶の京都博（仮称）」に向けた「うじチャ・
フェアー」の実施

2,500
山城広域振

興局

・「宇治茶ムリエ」の養成、お茶育の推進、ホテルでの宇治茶おも
てなし等

1,600
山城広域振

興局

・「琳派」をテーマとした、「お茶といけばなの祭典（仮称）」を開催 8,000 文化環境部

・旅行誌等を活用した情報発信等 20,000 20,000
商工労働観

光部

37,100 24,000

651,870 33,000

小　　　　計

建設交通　-　24-(2)　-

「宇治茶ムリエ」事業費

総　　　　　　計

「お茶の京都」道路整備

「お茶の京都」観光振興事業費

「植物園de琳派」お茶といけばなの祭典
（仮称）開催費

「うじチャ・フェアー」（仮称）実施事業費

やましろ歴史と文化の道探訪事業費

４　宇治茶の文化・魅力の効果的なプロモーション

小　　　　計


